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クリモトの環境イメージキャ

ラクターであるカッパは、

水がきれいなところにしか

いないとされる伝説の動物

です。社内公募で「ささら」

という名前に決定しました。

環境イメージキャラクター「ささら」

本報告書は（株）栗本鐵工所の継続的な環境活動、取り組みをより多くの方にご理解いただけるよう2000年版から発行

し、今回で6回目の発行となります。掲載内容については、数値データは2004年4月1日～2005年3月31日ですが、活動

内容やトピックスにはそれ以降も含みます。数値データ等の集計範囲は栗本鐵工所の主要工場（7工場）ですが、環境製

品、トピックス、活動内容等に一部関係会社を含みます。作成に際しては環境省「環境報告書ガイドライン」、GRIの「サ

ステナビリティ・リポーティングガイドライン2002」を一部参照しました。対象読者は、当社のお客様、従業員、株主、学

生、環境に興味のある全市民の方々です。

［お問い合せ先］

（株）栗本鐵工所 環境安全衛生部　高橋昭一

TEL.06-6538-6241 FAX.06-6538-7750

※ GRI（Global Reporting Initiative）は全世界で適用可能な持続可能性報告のガイドラインを策定し、普及させることを目
的に1997年に設立された国際組織。「経済的」「環境的」「社会的」の3要素を重視する点が特徴。

編集方針と対象範囲

環境報告書のバックナンバーはホームページでご覧いただけます。

http://www.kurimoto.co.jp/company/environment.htm

代表取締役社長 横内誠三

ISO14001担当者（住吉工場）

バイオガスプラント

人材育成
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